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九頭龍川水系の化学的研究(第2報)
各支流の河水成分について
米 窪 達 雄
Chemical Researches 00 the River Groups of the KuzuryU (11) 
Chemical Ingredients of the River Waters in Various Branches 
Tatsuo YONEKUBO 
The chemical ingredients of the river waters， in varIous branches belonging to the main 
stream of the river groups of the Kuzuryu， were investigated， and the chemical character-
istics of each branch were compared and discussed. 
The pH values of the branches were mostly between 7. 0 and 7.1， the lowest being 6.9， 
and the highest 7. 4. Two big branches， the Uchinami and the Mana， showed high pH values， 
7.4 and 7.3. They seems to have large influences upon the pH value of the main stream. 
The content of Ca or Mg had correlation with pH， and that of sulphate or chlorine 
were reversely correlated to pH. 
The content of each ingredient in the branches varied considerably， and the largest 
variation was seen in Ca (1 :4) except Fe (1: 14.5)， the smallest one being in Cl (1: 1. 9). 
At the lower stream of the Kuzuryil， the quantity of each ingredient， showed the middle 
value of each branch， owing， perhaps， to the considerable difference in the content of each 
ingredient. 
要旨 九頭竜川l水系中，本流に属する各支流中の主なものについて，各の河水成分を調査し，
それ等各支流の化学的特性を比較検討した結果，次のようなととを知った。
各支流の pHは7.0---7.1の場合が最も多く，最低の場合でも 6.9であった口一方，最高は打波
川ー 真名Jl!の二大支流の 7.4と7.3で，これが本流に大きな影響を与えているようである o pH ~こ
対して，正の相関関係を示すものにカノレνワムまたはカノレVヲムとマグネνワムの合計量，また負
の相関関係を示すものには，硫酸分や塩素などがあった口
蒸発残分とマグネνワムとの聞にもある程度の関係がみられた口
各支流中の含有量が最も大きく変動している成分は鉄を除いた場合，カノレVヲムであって約 1:4
の開きがあり，次にマグネVヲム，ケイ酸，硫酸根の順であった。なお最小は塩素の 1:1.9であっ
た口
各成分聞にみられる著しい関係には，カノレVワム対マグネ Vワム，カノレνワム対ケイ酸などの場
合の正の相関関係などがあるO
一般に掠流およびその付近の小支流中では希薄であった諸成分も，中角橋付近まで流下する聞に
その濃度はおおむね増大していることが認められたが，鉄とケイ酸とについては，必ずしもそうで
はなかっTこO
緒 諭
九頭竜川水系を産業用水，飲用水等の供給源として一層高度に利用するためには，その化学的特
性の解明も必要であるとの見地から，先lと本流の比較的下流に位する一地点における河水成分の季
義 助教授
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節的変化について考察したカ11， この河がその地点に達するまでには大小合わせて70余の諸支流が
流入していて，本流に対して大なり小なり影響を与えていると思われるo よって本報告では，それ
等の支流中の主なものについて各成分を N 
調査測定し，各支流の化学的特性および 精 / 1 
共通的性質等について検討することにし 九f"--/ ~釘 上
た。 日位~/
2. 現1] 定
?
略図Aに示したように，九頭竜川水系
中，本流に属する13支流が号本流へ合流
する少し前の個所および中角橋付近にお
いて，河の表面下約 10cm付近から探水
し，第 1報1) と同様の方法で溶存成分そ
の他について，調査研究した。採水は晴
天の続いた後の 2日間に行った。 (1953
年12月 1日および 2日)
3. 測定結果および考察
測定結果を表 1および図 1に示したが
乙れを基にして，各項について検討しょ
っD
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3.7 0.02 5.8 1.6 0.12 2.9 I 10.1 7.4 
27 3.3 0.06 6.6 1.1 0.14 2.9 I 7.0 8.8 
41 3.4 0.25 7.9 1.4 0.12 2.9 I 9.1 9.4 
31 4.4 0.12 9.4 2.8 0.16 3.1 I 7.1 9.5 
38 3.5 0.02 9.5 2.0 0.18 4.8 I 14.1 6.4 
33 3.3 0.10 12.2 8.5 
55 2.9 0.14 14.4 3.1 I 0.25 7.4 
37 3.4 0.24 13.3 3.1 i 0.21 4.0 ' 10.0 6.5 
57 3.6 0.10 14.7 3.6 0.19 4.8 7.6 4.1 
56 3.9 0.29 10.8 3.9 0.23 5.6 12.0 4.0 
56 3.5 0.18 7.0 2.4 0.15 4.8 24.3 4.3 
45 3. 7 0.10 8.1 2.0 0.20 4.3 14.8 4.8 
33 4.1 0.14 3.5 1.4 0.17 5.6 9.5 3.1 
R.7 9. 7 0.12 10.1 2.9 0.21 4.8 10.6 5.8 
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pH:最低は面谷川，岩屋川lの 6.9で，源流のそれは 7.0，その他の支流も 7.0---7.1のものが多
い。最高は打波川の 7.4，次に真名川の 7.3で，乙の二つは大支流であるため，本流に合流すると
き，何れも本流の pHを高めているが，それについては第3報にゆずるD
各支流の pHと諸成分との関係を検討した結果，一般に次の関係があることを知った D
pHとカノレVワム量とは正の相関度が大きいことへ (図2)
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pHとカノレi/ワム， マ
グネVワムの合計量との
間も同上のこと o (図3)
pHと硫酸量とは負の
相関度がかなり大きいと
とo (図 4)
pHと塩素量も同上の
乙と口 (図5)
pHとケイ素聞には上
のような関係はみられな
し可こと o
蒸発残分 27---57
mg/l， r=2.1，ただし r
は最多量と最少量との比
をあらわす。(以下同様)
源流およびその付近の小
支流に少いc 一方やや離
れた位置にある赤根，女
神等の小支流，および打
波，清滝，滝波等の大支
流に多いD 真名川，石徹
白川は少い方であるo
蒸発残分とカjvi/ワム:原宿ïID手正三大 ~T 貰清未左:古屋岩中基宅岳写号密航戒名高i~ t艮 4申波屋
千l;| jil lJ U jil lJ| li li li l1 J1 14 5 またはマグネVワムとの
図l 各成分の量はppm。 関係を図6，7に示した。
それによると蒸発残分とマグネ Vクムとの聞には多少の関係がみられたが，マグネVワムとの聞に
はみられなかった口
過マ y ア1~酸消費
量:2. 9--4. 4mg/ 1 J r 
=1. 50 
伊勢川が最も大きな
値を示したが，それも d
中角橋付近に比較する
と，ずっと小さかっ
Tこ凸
鉄:O. 02-0. 29ppm， 
pH 
最少は源流および石 図2 CaとpHの関係、
徹白川，最多は赤根川，続いて面谷川で，何か特別な地質の
pH 
カノレVワム:3.5--14.7 ppm， r=4.20 図3 Ca+MgとpHの関係、
最少は岩屋川1，続いて源流ならびにその付近の支流，最多は打波，真名の三大支流で，ともに本流
r=14.50 
o 
o 
o 
15 o 。
E C4
o 巳4
o 
o 
E U 。
o υ 十何 o 
g 
15 o 0 
o 
o 
??? ??? o 
o 0 
o 0 
o o 
o 
5 
o 
。
7.0 7.4 7.5 
存在を思わせるロ真名川，打波川も多い方である o
20 
。
7.0 7‘4 
163 九頭竜川水系の化学的研究 (第2報)
に著しい影響を与えているととが考えられるが，第3報で触れることにするo
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蒸発残分とMgの関係 図8
マグネVワム1.1--3.9ppm， r=3.50 
少いのは，源流ならびにその付近の小支流と，ずっと離れている岩屋川で，多いのは赤根川と打
波，真野，清滝の大支流であった。
硝酸分 0.12--0.25ppm， r=2.10 
源流ならびにその付近の小支流!て少し打波，真野の二大支流に多かった白
塩素 2.9--5.6ppm， r=1.90 
乙れも源流およびその付近の支流に少し赤根，岩屋の二大支流に多かった。 pHとの関係につ
いては，先に述べた。
ケイ酸:7.0--24.3 ppm， r=3.50 
少いのは荷暮，伊勢で，多いのは女神，石徹白，滝波であるが，女神川lには著しく多いのは何か
特別の原因があろうか。源流では中位の値を示していて，上下流による著しい差は認められないよ
図7
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うであるロ
硫酸分 3.1，.9.5ppm， r=3.1o 
少いのは岩屋川iを初めとする付近一帯の支流，すなわち清滝，赤根，女神，滝波等で，多いのは
面谷，伊勢，荷暮等の一群であった。なお源流は打波，真名等とともに中位であった。 pHとの関
係については先に述べた通りであった。
各成分閣の関係:各支流の各成分について，比較考察するとき，次のような関係がうかがわれ
た。
カノレVワムとマグネνワム聞には工Eの相関関係のあることへ 〈図 8)ただしNo.13岩屋川だけ
はカノレνクムの割合が著しく小さい乙とが注目されるD
カノレVワムとケイ酸聞には，各成分の少量である場合を除くと，負の相関関係のあること o 比較
的カノレVクムに富む地質と，ケイ酸に富む地質の差によるものであろうかへ
カノレVワムと硫酸分聞には特別な関係はみられなかった。
カノレVヲムと塩素聞についても，同様であった。
さて中角橋付近の水質と，各支流のそれとを比較するとき， pHおよびカノレνクム，マグネ Vヲ
ム，鉄，硝酸，硫酸，ケイ酸，塩素等の諸量は，前者の場合，必ず各支流の中間的の値を示した。
乙れは各支流の河水成分量の差が，相当広い巾をもっており，それらの中間的の値が中角付近にあ
らわれている乙とをもの語っているo なお中角付近では，過マ yガシ酸消費量がかなり大きな値と
なり，人為的影響がより強く作用していることを示した。
4. 総 括
九頭竜川水系の本流lこ属する支流中の主なものについて，同一時期に各戸J水の化学成分を測定調
査し，各支流の化学的特性および共通的性質について考察した。
各支流のpHは7.0--7.1の場合が最も多く，最低の場合でも 6.9であったD 一方高い方は，打波
川，真名川等の大支流で， 7.4または7.3で，これらが本流の pH~C大きな影響を与えていると思
われるG
各支流の諸成分含有量を比較するとき，最高と最低との聞きは鉄の場合が最大で14.5，塩素の場
合が最少で1.9で，その他については次のようであった。
カノレVクム (4.2)，マグネνワム (3.5)，ケイ酸 (3.5)，硫酸 (3.1)，硝酸 (2.1)，塩素(1.9)。
なお蒸発残分および過マシガン酸消費量の聞きはともに1.5であった。
各支流について著しい化学成分を記すと，次の通りであった。
荷暮川:カノレV7ム，マグネVワムが少い。
面谷川:カノレVワム，マグネVクム少し鉄が多く， pHが低い。
伊勢川:硫酸分が多い。
石徹白]1 :塩素，ケイ酸が多いD
打波川:カノレVワムが多く， pHが高い。
真名 J1) :向上。
清滝川:カノレVワムが多く，塩素もやや多い。
赤根]1[:鉄，マグネνワム，塩素が多い。
女神川:ケイ酸が多い口
滝波}J[ :向上。
岩屋川いカノレV ワム，マグネ ν ワム少く，塩素が多~'o pHが低い。
各支流は上のように，それぞれ特有の化学的性状をもっているが，反面，共通的にみられる点も
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いろいろあった白例えば次のような乙とである口
pH対カノレVクム量，あるいは pH対カノレVワム，マグネ Vワムの合計量聞には，ともに正の相
関度が大きく， pH対硫酸あるいは pH対塩素聞にはともに負の相関度が相当大きかった。
また蒸発残分とマグネVヲム聞にも，ある程度の関係がみられた口
なお各成分間の関係としては，一般にみられるカノレVヲム対マグネνクム聞の正の相関関係の他
に，カノレVワム対ケイ酸聞の負の相関傾向も相当みられた。
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